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▪

舳
倉
島
（
石
川
県
輪
島
市
、
六
六
人
）
：
最
大
震
度
五
弱

被
害

・�

被
災
当
日
は
、
北
陸
電
力
委
託
管
理
二
名
、
海
女
一
名
の
合
計
三

名
が
在
島
し
て
い
た
が
、
人
的
被
害
（
死
者
・
け
が
人
）
は
な
し
。

・�

住
民
の
多
く
は
、
輪
島
市
本
土
の
海あ

士ま

町ま
ち

、
鳳ふ

げ

至し

町ま
ち

な
ど
に
本
拠

が
あ
る
二
拠
点
生
活
。
本
土
側
拠
点
で
建
物
倒
壊
な
ど
の
被
害
あ

り
。

・�

津
波
は
舳
倉
島
漁
港
（
県
管
理
第
四
種
）
で
二
・
九
メ
ー
ト
ル
の
痕

跡
高
を
確
認
（
気
象
庁
調
査
）。
同
漁
港
で
防
波
堤
、
岸
壁
、
物
揚
場
、

臨
港
道
路
が
損
傷
、
住
居
や
漁
協
事
務
所
な
ど
の
建
物
倒
壊
、
床

上
浸
水
あ
り
。
港
内
に
漁
具
・
ボ
ー
ト
、
家
財
道
具
な
ど
が
散
乱
。

・�

定
期
船
や
漁
船
が
発
着
す
る
本
土
側
の
輪
島
港
周
辺
の
地
盤
が
隆

起
。
水
深
が
浅
く
な
っ
た
た
め
、
船
の
発
着
が
困
難
と
な
っ
た
。

二
〇
二
四
年
一
月
一
日
一
六
時
一
〇
分
、
石
川
県
能
登
地
方
、
深
さ

一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
・
六
）。
石
川
県
輪
島
市
な
ど
で
最
大
震
度
七
を
観
測
し
、
そ

の
後
も
現
在
に
至
る
ま
で
多
数
の
余
震
が
発
生
し
て
い
る
。
離
島
に
お

い
て
は
、
石
川
県
舳へ

倉ぐ
ら

島じ
ま

（
輪
島
市
）
で
震
度
五
弱
、
新
潟
県
佐
渡
島

（
佐
渡
市
）
で
震
度
五
強
を
観
測
し
、
建
物
な
ど
に
被
害
が
生
じ
た
ほ
か
、

日
本
海
側
の
島
々
で
は
津
波
な
ど
も
み
ら
れ
た
。

本
稿
で
は
、
国
・
県
・
地
元
自
治
体
や
関
係
機
関
の
公
式
発
表
、
各

種
新
聞
や
被
災
し
た
舳
倉
島
の
住
民
か
ら
の
声
な
ど
を
も
と
に
、
同
地

震
に
よ
る
離
島
で
の
被
害
状
況
な
ど
を
報
告
す
る
。
状
況
は
三
月
一
二

日
時
点
。
な
お
、
未
確
認
事
項
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
ご
留
意
い
た

だ
き
た
い
。

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る

離
島
の
被
害
と
現
況

本
誌
編
集
部

能 登 半 島 地 震
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避
難
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

・�
舳
倉
島
を
含
む
海
士
地
区
（
一
六
一
世
帯
四
一
一
人
）
に
一
月
五
日
か

ら
避
難
指
示
が
発
令
中
。
輪
島
市
立
鳳
至
公
民
館
（
七
八
人
）、
輪

島
市
立
鳳
至
小
学
校
（
一
二
八
人
）
な
ど
に
避
難
し
て
い
る
ほ
か
、被

災
地
外
へ
の
一
時
的
な
避
難
（
二
次
避
難
）
者
も
あ
り
。

・�

一
月
三
日
ご
ろ
か
ら
自
衛
隊
な
ど
が
船
・
ヘ
リ
で
来
島
し
、
避
難

を
呼
び
か
け
。
一
月
一
四
日
に
自
衛
隊
機
に
て
島
で
被
災
し
た
三

名
を
本
土
へ
搬
送
。

・�

衛
星
電
話
を
除
い
て
、
電
話
・
水
道
・
電
話
が
利
用
で
き
ず
。
二

月
三
日
、
気
象
庁
職
員
二
人
、
北
陸
電
力
一
人
、
作
業
器
材
な
ど

を
自
衛
隊
小
松
基
地
か
ら
舳
倉
島
に
自
衛
隊
機
で
輸
送
。

・�

二
月
一
七
日
に
住
民
四
名
を
含
む
関
係
者
が
日
帰
り
で
一
時
帰
島

し
、
島
の
状
況
を
確
認
。

交
通

・�

輪
島
～
舳
倉
島
の
定
期
航
路
（
へ
ぐ
ら
航
路
株
式
会
社
）
は
欠
航
中
。

輪
島
港
の
浚
渫
等
の
た
め
二
月
二
九
日
に
定
期
船
「
希の

ぞ

海み

」（
九
八

ト
ン
）
が
輪
島
港
か
ら
七
尾
港
に
回
航
。
再
開
の
目
途
は
立
た
ず
。

・�

二
月
八
日
、震
災
後
消
灯
し
て
い
た
舳
倉
島
灯
台
が
仮
復
旧
（
仮
灯

設
置
後
、
停
電
。
電
源
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
）。

そ
の
他

・�

国
土
地
理
院
に
よ
る
と
、
島
に
あ
る
電
子
基
準
点
「
舳
倉
島
」
で

南
東
方
向
に
水
平
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
程
度
の
変
動
が
あ
っ
た
。

舳倉島の木村清
きよ

成
なり

区長 談
 
　私は、舳倉島で民宿を営んでいます。舳倉島は磯物などの海女漁が中心で、「輪島の海女漁
の技術」は国の重要無形民俗文化財に指定されています。例年では、3～5月はワカメ漁、7～
9月はサザエ漁が行なわれます。また、春から秋にかけてはバードウォッチングや釣りを楽し
みに多くの人が訪れる観光の島としても知られてきました。
　発災当時、私は新年のあいさつのため、本土側の海士町の自宅周辺にある親戚の家を訪れ
ていました。舳倉島で生業をしている多くの人が年末年始のため、本土側で過ごしていたと思
います。
　今回の地震・津波により舳倉島のインフラや建物などは、大きな被害を受けました。島に
住んでいた人は、現在もお互いの様子が十分に分からない中で避難生活を送っています。住
民は、生まれ育った島に早く戻りたいと思っています。全国の海女さん、関係者の方から、心
配と応援の声をたくさんいただきました。また、ありがたいことに観光で島に来られていた方
からも、ボランティアのお申し出がありました。しかし、定期航路の再開もまだ先になると思わ
れ、住民の帰島が実現しない現在では、観光客はおろか、災害復旧のために島外の皆さんに
お越しいただこうにも対応できない状況です。輪島市の本土側の復旧も先が見通せない中、舳
倉島の復旧・復興にまでなかなか手が回らないのではないかと感じています。
　今は避難先で日々を過ごすのに精一杯の状態ですが、舳倉島に戻れる日に向かって一歩ず
つ歩んでいきたいです。また、島を訪れることを楽しみにしている人たちのためにも、早く復旧
して、元通りの賑わいある島に戻って欲しいと思っています。　� （２０２４年２月２６日）
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の
不
具
合
、
埋
設
管
の
破
損
に
よ
る
給
餌
装
置
の
不
具
合
、
集
水

井
戸
の
漏
水
、
ケ
ー
ジ
の
ネ
ッ
ト
の
緩
み
な
ど
。

避
難
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

・�

一
月
一
日
一
六
時
一
二
分
か
ら
翌
二
日
一
〇
時
ま
で
全
域
避
難
指

示
。
一
月
一
日
夜
は
二
四
箇
所
の
避
難
所
が
開
設
さ
れ
、
二
八
三

〇
名
が
避
難
。

・�

配
水
管
破
損
に
よ
り
、
島
内
で
最
大
六
七
六
戸
で
断
水
。
一
月
六

日
に
は
す
べ
て
復
旧
。

主
な
支
援

・
一
月
九
日
よ
り
罹
災
証
明
書
の
発
行
。

・�

佐
渡
市
能
登
半
島
地
震
被
災
復
旧
応
援
金
の
交
付
（
被
災
し
た
住
宅

な
ど
の
修
理
等
に
対
す
る
応
援
金
を
交
付
。
住
宅
で
最
大
一
〇
〇
万
円
、非
住

宅
で
最
大
五
万
円
）。

・
地
震
に
よ
り
発
生
し
た
災
害
ご
み
の
手
数
料
免
除
。

・�

地
震
に
よ
り
水
道
管
が
破
損
し
、
漏
水
し
た
住
民
に
対
し
、
上
下

水
道
料
金
の
減
免
。

・
農
地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧
経
費
補
助
。

・�

佐
渡
市
国
民
健
康
保
険
税
／
佐
渡
市
国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金

／
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
減
免
。

・�
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
（
市
福
祉
協
議
会
が
被
災
者
に
当
座
の
生
活
費

を
無
利
子
で
貸
し
付
け
）。

▪

佐
渡
島
（
新
潟
県
佐
渡
市
、
五
一
四
九
二
人
）
：
最
大
震
度
五
強

被
害

・
人
的
被
害
（
死
者
・
け
が
人
）
な
し
。

・�

住
宅
被
害
二
九
一
棟
（
全
壊
四
棟
、
半
壊
二
五
棟
、
一
部
損
壊
二
六
二

棟
）。

・�

津
波
は
鷲
崎
で
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
を
観
測
。
羽は

茂も
ち

港
で
三
・
八
メ

ー
ト
ル
、
小お

木ぎ

港
で
一
・
九
メ
ー
ト
ル
の
痕
跡
高
を
確
認
（
気
象
庁

調
査
）。

・�

両
津
港
や
小
木
漁
港
の
岸
壁
周
辺
で
液
状
化
が
発
生
。
島
内
道
路

の
隆
起
・
陥
没
で
通
行
止
め
あ
り
。

・�

水
産
市
場
の
荷
捌
き
所
の
配
管
に
亀
裂（
市
場
機
能
に
影
響
な
し
）。宿

泊
施
設
二
三
軒
に
て
天
井
の
一
部
崩
落
、
備
品
破
損
、
大
浴
場
の

配
管
破
裂
な
ど
の
被
害
で
一
時
休
館
あ
り
。
温
浴
施
設
、
体
育
館

な
ど
公
共
施
設
も
休
館
あ
り
。
酒
造
会
社
で
出
荷
前
の
ビ
ン
が
割

れ
る
、
タ
ン
ク
か
ら
酒
が
こ
ぼ
れ
る
な
ど
の
被
害
。

・�「
佐
渡
島
の
金
山
」に
関
連
す
る
被
害
は
一
二
件
二
〇
箇
所
。
相
川

金
銀
山
と
西
三
川
砂
金
山
で
の
り
面
（
造
成
さ
れ
た
斜
面
）
の
落
石
が

確
認
。
史
跡
佐
渡
奉
行
所
跡
で
壁
の
一
部
の
剥
が
れ
、
ヒ
ビ
割
れ
。

・�

佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
で
塗
装
の
剥
離
、
ケ
ー
ジ
の
ネ
ッ
ト
の

ほ
つ
れ
、
切
断
に
よ
る
緩
み
な
ど
。
同
野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
基
礎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
ク
ラ
ッ
ク
多
数
、
扉
や
監
視
カ
メ
ラ
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援
の
た
め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
決
定
、
翌
二
六
日
に
総
額
一
五
五

三
億
円
の
予
備
費
の
使
用
に
つ
い
て
閣
議
決
定
。生
活
の
再
建
、生

業
の
再
建
、
災
害
復
旧
等
の
緊
急
対
応
策
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
。

・�

二
月
一
日
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
復
旧
・
復
興
支
援
本
部
を

設
置
。

・�

二
月
二
二
日
、
内
閣
府
（
防
災
担
当
）・
内
閣
官
房
が
「
復
興
ま
ち
づ

く
り
に
当
た
っ
て
の
参
考
資
料
」
を
公
開
。
復
興
に
活
用
可
能
な

事
業
・
制
度
を
支
援
策
概
要
集
と
し
て
別
冊
に
取
り
ま
と
め
。

▪

県
の
動
き

・�

石
川
県
、
新
潟
県
が
被
害
状
況
や
被
災
者
、
被
災
事
業
者
、
被
災

地
の
支
援
希
望
者
に
向
け
た
情
報
を
継
続
し
て
発
信
中
。

・�

一
月
一
日
、
石
川
県
お
よ
び
新
潟
県
は
各
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。

同
日
、
両
県
は
そ
れ
ぞ
れ
輪
島
市
、
佐
渡
市
に
災
害
救
助
法
の
適

用
を
決
定
。
一
月
六
日
、
石
川
県
は
輪
島
市
に
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
の
適
用
を
決
定
。

・�

石
川
県
は
避
難
所
外
で
、
自
宅
や
車
中
泊
、
親
戚
宅
な
ど
に
避
難

中
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
連
絡
先
登
録
窓
口
を
開
設
中
。

・�
新
潟
県
は
「
被
災
者
支
援
の
手
引
き
」
と
し
て
県
の
支
援
制
度
な

ど
を
取
り
ま
と
め
て
公
開
。

・�

二
月
一
日
、
石
川
県
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
復
旧
・
復
興
本
部

を
設
置
。

▪

そ
の
他
の
島
々

避
難

・�

粟
島
（
新
潟
県
粟
島
浦
村
、
三
五
三
人
）
で
は
一
月
一
日
夜
に
二
カ
所

の
避
難
所
を
開
設
、
一
〇
三
名
が
避
難
。

・�

飛
島
（
山
形
県
酒
田
市
、
一
五
八
人
）
で
は
一
月
一
日
夜
に
二
カ
所
の

避
難
所
を
開
設
、
八
一
名
が
避
難
。

最
大
震
度

・�

新
潟
県
粟
島
（
震
度
三
）、
山
形
県
飛
島
（
震
度
二
）、
東
京
都
、
兵
庫

県
、
島
根
県
、
広
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
の
島
々
で
震
度
一
～

三
を
観
測
。

津
波
の
観
測

・
奥
尻
島
奥
尻
港
（
北
海
道
奥
尻
町
）　
〇
・
五
メ
ー
ト
ル

・
飛
島
（
山
形
県
酒
田
市
）　
〇
・
四
メ
ー
ト
ル

・
隠
岐
西
郷
（
島
根
県
隠
岐
の
島
町
）　
〇
・
三
メ
ー
ト
ル

・
対
馬
比
田
勝
（
長
崎
県
対
馬
市
）　
〇
・
三
メ
ー
ト
ル

・
壱
岐
島
郷
ノ
浦
港
（
長
崎
県
壱
岐
市
）�

〇
・
二
メ
ー
ト
ル

▪

国
の
動
き

・�

内
閣
府
防
災
情
報
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
、
被
害
状
況
や
被
災
地

支
援
情
報
を
継
続
し
て
発
信
中
。

・��

一
月
一
日
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
非
常
災
害
対
策
本
部
を
設

置
。
一
月
二
五
日
、
同
本
部
会
議
で
「
被
災
者
の
生
活
と
生な

り

業わ
い

支


